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プロジェクトがスタート

　FIFAワールドカップ TM 招致に向けた活動が始まっている。一
般財団法人２０１８/２０２２年 FIFAワールドカップ TM 日本招致委員
会が立ち上がり、招致委員やアンバサダー、特別広報大使として
は「アトム」が任命されるなど、機運が高まっている。
　招致委員会は、この招致活動を「DREAM２０１８/２０２２プロジ
ェクト」と名付け、ワールドカップ開催を通じてサッカーの可能
性を拡げ、日本の夢を、世界の夢を、実現していこうとしている。
　現在、招致委員会のホームページ（http://www.dream２０１８
-２０２２.jp/）上では、DREAM２０１８/２０２２「１０年後の夢」キャ
ンペーンを展開中だ。多くの皆さんの夢をぜひ、招致委員会ま
で送ってください。
　また埼玉スタジアムで“世界”と出会い、感動を共有できれば、
もっと埼玉の、日本のサッカーは良くなるはずだ。
　埼玉県での活動は、今後様々な形で紹介していく。

　１２月１２日から４７ブロックの優勝チームが県内各会場で決勝ト
ーナメントに挑んだ。２３日に埼玉スタジアム２○○２で決勝戦
を迎え、大宮アルディージャジュニアが２対０でレジスタＦＣを
破り、２年連続の優勝を果たした。
　２３日には、第４グラウンドでミニサッカー大会、午前中の準
決勝と決勝戦の間にはＵ−１０のキッズフェスティバルやＪＡさい
たまによる野菜の直売会や豚汁が振る舞われるなど、楽しい一
日を過ごした。

大宮アルディージャジュニアが２連覇
〜第３回埼玉県第４種サッカーリーグ選手権大会〜

決勝戦　大宮アルディージャジュニア vs レジスタ FC
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——まずは、県大会、本大会含めて、印象に残っていることをお
一人ずつお願いします。まずは大森先生、いかがでしょうか。

大森：先日、全国の TSG（テクニカルスタディグループ）のビデ
オの編集が終わりました。まず、全国の話ですが、いくつかテー
マをピックアップして分析した中で言えば、個人的には守備の緩
さでしょうか。Ｊクラブのユースと比較すると基礎技術の高低は
ありますが、とにかく緩い。個が緩いので、チームも緩いのです。
　さらに言えば、戦術的なものではなく、「ボールを奪いたい」
という気持ちが欠けていました。どうも、ボールとゴールの間に
いれば、「守備をしているんだ」と勘違いしているようなのです。
それも３〜４ｍ近づけばいいと思っているようですが、それでは
フリーにしているのと一緒です。そこで勝負あった、という場面

が多く見られました。西武台も立正大淞
南との試合で、悪いシーンをピックアッ
プしました。
　その中で、守備をしていたのが山梨学
院大学付属です。攻守にわたるハードワ
ークが光りました。それも１st ディフェ
ンスの決定が早く、一気にボール保持者
に対して包囲網を作っていました。ブロ
ックを形成する前に複数で奪うという守
備は突出していました。そしてそこから
守備から攻撃への切り替えが早く、失点
が少なく、得点も挙げていましたね。

——そういう面から県予選をどう見ていましたか。

大森：だからハードワークしていた市立（浦和）が、決勝まできた
のだと思います。それを西武台の攻撃が上回りました。しかし、
全国大会では佐瀬、三浦以外の選手が潰されて、彼ら２人にパ
スが出せませんでした。やはり、県内でも守備をしっかりした戦
いをしなければと感じましたね。
高田：私も緩いと感じました。特にセンターバックの身体の大き
い選手たちに力強さがありませんでした。確かにヘディングは強
いのですが、足下の弱さが目立ちました。まぁＤＦだけでなく、
中盤もトップも、ハードワークという面では今ひとつでしたね。

——それは２種だけの問題でしょうか？

高田：３種、４種で守備を教わっていないのかもしれません。な
んとなくやってきて、きちんと教わった上で戦っていないような
気がします。

　３種のクラブでも、ボールは回すことはしているでしょうが、
攻撃ばかりで守備はどうなのでしょうか。ただ我々はどうかと聞
かれれば、やはりどうやって攻めるかが先になりますね。でも、
守備をしないと勝ち上がってはいけないですよね。
武田：それは前線からですよね。ボール
を失った後の切り替えの意識が低かった
ですね。自分が奪わなくても味方が取っ
てくれるだろう、どうせ相手がミスしてく
れるだろう、そんな他人任せのプレー、
守備が目に付きました。
　またせっかくトップの一人がチェイシ
ングしても、他の選手が連動していなか
ったり。後からのコーチングもないんで
すよね。確かに、高田さんのおっしゃる
とおり、（守備を）教わっていないのか、
知らないのか、と思いました。
　その中でも西武台は攻守の切り替えが早かったように思いま
す。ただ、ボールを奪われたら追いかけていましたが、チームと
しての連動性は欠けていたのではないでしょうか。
高田：前橋育英も選手権では守備の甘さがありましたね。「次が
ある」と思えるリーグ戦の影響が出たのでしょうか。
桑原：相手ボールを奪いに行くということを練習から徹底させて
いるかどうかですね。ゲームに入ってから「行け行け」と言ってい
る指導者が多いような気がします。練習でやっていないことをい
きなり試合で言っても無理ですよね。
　トップクラスにおいては、山学のような守備のモデルはありま
すが、その下のクラスのモデルがボケているような気がします。
どういうのがいいのか？　どこまでやればいいのか？　「こんな
ものでいいか」では、県外では通用しないでしょう。もっと、県
全体で個を止めることを意識しないと、西武台にタレントがいて
県内で勝てても、県外に出たら厳しくなるでしょう。
福田：守備については、何十年も言い続けています。TSG の分
析は攻撃ばかりのような気がします。随分前から全国的に「高校
は守備がよくないですね」と言われ続けているのです。もっと守
備面をピックアップするべきでしょう。それは埼玉も同じだと思
います。
　実際、ボールを奪われた選手が追っていかないようなチームが
上位に入っているのです。やはり県のベスト８に入るようなチー
ムは、全国に出て活躍してくれないと困ります。ですから、指導
者が勉強不足なんです。
　３種のクラブの試合を観て思ったのは、守備になったとき、形
としてラインは作るし、３つのゾーンに合わせて選手のスライド
もできています。しかし、１対１の駆け引きが少なく、周りのコ

ーチングも少ない——ここは２種でも少
ないと思います。
　思うに、個人の技術を求めている指導
者が少ないのではないでしょうか。やは
り１対１です。あとは中澤（佑二・日本代表）
も相手シュートに背中を向けて、自分の
身体に当たってゴールが決まった試合が
ありましたが、ああいうプレーはとんで
もないことです。単純なことが伝わって
いないのではないでしょうか。指導者の
勉強会が必要です。来年度は定期的な
講習会が必要だと思っています。

第８８回高校選手権大会県予選・本大会を振り返る
出席者　高体連技術部長：福田直史（鴻巣高校）
　　　　高体連技術部：桑原一郎（川越高校）・高田優二（熊谷高校）・大森健司（越谷南高校）・武田直樹（栄北高校）
　　　　司　　　　会：荒川裕治（広報委員）

武田直樹氏

福田直史技術部長

大森健司氏

県大会決勝　西武台
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——２種の結果は２種だけの問題ではないということですね。

高田：西武台とかはどうなのでしょうか。彼らのレベルでどれだ
け指導されてきたかが見えていません。高体連の地区予選あた
りで見ると上手いですし、いいものを持っているなと思える選手
は多い。でも、楽に勝てるせいか、必死さは伝わってきません。
　もっと下、４種リーグをたまに見るのですが、熊谷の多目的広
場などいいグラウンドでやっていますよね。でも、本当に相手を

「止めよう」とい気持ちがあるのかなというプレーが多いんですよ。
なんとなくやられちゃうから悔しがりもしない。なんだか冷めて
いる。そういう気持ちの植え付けも必要なのかもしれませんね。
得点には喜んでいますけど（笑）。
大森：悪いことが落とし込まれているような気がします。ベンチ
にいる指導者が「中を切れ」「外を切れ」。それは選手の判断じ
ゃないですか。指導者が判断しすぎですよ。選手のプレーに自分
自身の判断が伴っていないのです。
　トレセンで「どうしてこうしたの？」と選手に聞くと「いつもこ
うだから」「これが普通だと思います」なんですから（苦笑）。答
えは、その場その場で出てくるものなのに、なぜか答えを持って
いるんです（笑）。

——判断ができないということでしょうか。

大森：オンのときはあるんです。判断できるんです。でもオフだ
と、一人の判断で他の選手が連動すればいいのに、それができ
ない。ベンチから「行くな」ですからね。ボールを奪えたのであ
れば、その事実は誉めないといけないのですが、取れなかった
ら指示を無視したことになるんですよね。
　もうちょっと失敗しても場を設けないといけないと思います。
福田：トレセンリーグで各県が集まると「埼玉は上手い子がたく
さんいるね」と言われます。しかし、ただそれだけ。やはり守備
が足りないのでしょうか。

——選手に対しては、上手いだけではなく、様々な要素が求めら
れているということでしょう。
　ここまで課題ばかりでしたが、何か発見はありましたでしょうか。

桑原：昔ほど、判断無く蹴ることは無く
なったと思います。ＧＫを使ってビルド
アップするチームは増えています。でも、
取られたりすると「蹴っちゃえ」と指示し
てしまう指導者もいて、プレッシャーの
中で続けることが大事だと思います。そ
こで蹴ると、進歩がないですからね。
武田：特にないですね……。
福田：結局は、全国に出て戦える強いチ
ームが無くなったということだと思いま
す。そのためには、よく言うのですが、
選手を集められるチームが出てくれれば
と思うのです。
　でも、今回の守備の弱さは感じることですから、全県的に働
きかけをしていかなければならないと思います。特に上位チーム、
ベスト１６に入るようにチームに伝えたい。もっと守備力を強化し
てほしいと。
　同時に２種、３種の合同会議や、３種のクラブとのコミュニケ
ーションも円滑にしなければならないでしょう。特に県や地区ト
レセンに入っていないと、ナショナルトレセンにピックアップで
きないようなルールは是正しないといけないと思います。

——指導者が集まる「場作り」は急務ですね。あと、言い残した
ことはございませんか？

高田：もっと先を見据えないといけませ
んね。まだ運動能力の高い子供は野球
に行っています。彼らをサッカーで抱え
られないものでしょうか。そのためにも
日本代表に勝ってもらって、サッカーを
やりたいという子供が増えてくれればと
思います。
大森：指導者の中で「埼玉からいい選手
を出そうよ」と同じベクトルが向いていな
いような気がします。「埼玉から」ではな
く「俺のところから」になっています。そ
れはオープンマインドではないでしょう。
　選手の成長過程の中で、一人の指導者が抱えてしまってはよ
くないでしょう。やはり２、３人は必要です。今、コミュニケー
ションが取れていないのは、目標が共有できていないからです。
そのベクトル合わせも必要だと思います。
福田：Ｊ１とＪ２に埼玉出身の選手がどれだけいるか。０８年は６３
人、０９年は７６人、そして１０年は７８人と増えています。もっと
多くの選手がプロの舞台に立ち、日本代表になってくれればと思
っています。

——今後の積極的な取り組みに期待しています。ぜひ、高校総体、
選手権では課題への取り組みの成果を見せていただきたいもの
です。ありがとうございました。

桑原一郎氏

高田優二氏

第８８回全国高校サッカー選手権大会
１２月３０日〜１月１１日　国立競技場他

１回戦 西武台高校 ２−１ 立正大淞南高校
２回戦 西武台高校 １−２ 作陽高校
※山梨学院大附が優勝

２回戦　西武台 vs 作陽

１回戦　西武台 vs 立正大淞南
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３級インストラクター研修会２級審判員体力テスト

審判委員会より
●手の不正使用について

（財）埼玉県サッカー協会　審判委員長　岡　田　　泉
　新年度を迎え、いよいよ２０１０シーズンが始まります。すでに
プロリーグは開幕され、数節消化されています。多くの皆様が
お気付きだとは思いますが、手の不正使用について厳しく判定
されています。競技規則が変わったわけではありません。では、
どんな意図があるのでしょうか。
　各種別における国際大会をみると、日本チームのファウルの多
くは、手の不正使用によるものです。ご存知のようにサッカーは、
手や腕を使わず相手ゴールを目指すものです。手の不正使用に
より、技術がおろそかになる恐れもあり、日本サッカーの発展
を考えると修正しなければならない課題となります。そのことを
競技者や審判員だけでなく、サッカーに関わるすべての方々にご
理解して頂きたいと思います。
　審判員の皆様も試合をご覧になるときに、日本サッカーの発
展という視野でトップレフェリーの判定を見て頂き、自分がゲー
ムをコントロールする際の判定の参考にして下さい。ただし、あ
まりにも神経質になりすぎてアドバンテージの考えを忘れないよ
うにして下さい。そして繰り返し行われることがあるならば、懲
戒罰も考えなければなりません。埼玉県サッカー協会審判委員
会でも研修会等を通して、考え方やゲームコントロールに関して
発信していく予定です。是非、研修会に足をお運びください。

〈Bleef note〉
● １月９日、東松山リコーグラウンドにて、東城　穣氏（ＪＦＡ

プロフェショナルレフリー）によるプラティカルトレーニング
実施しました。

● ２月７、２０、２７日に埼玉スタジアム第２グラウンドほかで指導
部による実技研修会を開催しました。

● ２月２８日、吉見町において「フットサル県リーグ担当審判員研
修会」（１１名参加）が行われました。

● ３月１４日、川越陸上競技場にて「サッカー２級昇格審査一次審
査」（６名参加）、「サッカー２級審判員体力テスト」（６１名参加）、

「第３回サッカー３級インストラクタ−研修会」（６５名参加）が
実施されました。

● ３月２０日には、さいたま市民会館うらわにおいて、シーズン前
研修として岡田委員長を講師に、「手の不正使用について」に
ついての講義を行いました。

技術委員会より
●SFA技術委員会主催フットボールカンファレンス開催
　３月２２日、東松山・市民活動セ
ンターにおいて、第１回の「フッ
トボールカンファレンス」が開催
された。技術委員会より各カテゴ
リーでの活動報告のあと、清水
秀彦氏（浦和市高出身。HS スポ
ーツクラブ代表）と金井豊氏（児
玉高出身。ゴールドルーツスポーツクラブ代表）を招き、小林技術
委員長とパネルディスカッションを行った。
　「指導者一人ひとりがこだわりをもっていかなければ」（清水氏）、

「まずはコーディネーション」（金井氏）などの言葉に、参加者も
大きく頷いていた。さらに、審判委員会より木村滋インストラク
ターの解説で、手を使ったファールについての説明があった。今
後の指導に役立てていただきたい。

 ２００９年インターンシップ総括〜２０１０年度に向けて
　総括の会議の冒頭、横山専務
理事から「こんなに指導に行って
くれるとは思わなかった」という
話が出ました。２２名もの学生が、
県内６校（久喜市立久喜中学校、
戸田市立喜沢中学校ほか）で指導
を行ってくれました。受け入れて
いただいた顧問の先生には喜ばれ、大学生の指導に、子供たちは
活き活きとサッカーをしていました。また大学生が来るというの
で、一度はサッカーから離れた子供がまた部活に戻ってきたとい
う話も聞き、予想以上の成果が出てきていると思っています。
　ただ同時に、今の中学校の指導環境、置かれている立場も見え
てきました。冬場は１７時に完全下校、ある市では土日の部活は禁
止……成長期の子供たちは、どこでサッカーをすればいいのでし
ょうか。こういうことについても、教育委員会と話し合って行かな
ければならないと感じました。
　さて、１０年度に向けて動き出しています。５月からの指導に向
けて、３月末に２期生となる養成コースを行い、平成国際大２名、
文教大２名、目白大１名、獨協大１名の６名が受講してくれています。
いい指導者になってくれることを期待しています。（小豆澤）

●２０１０年度審判研修会予定表

４月１７日（土）
５月８日（土）
５月３０日（日）
６月２６日（土）
　　（宿泊）

６月２７日（日）

７月１０日（土）
８月２０日（金）
９月１１日（土）
１０月９日（土）
　（宿泊）

１０月１０日（日）

１０月３１日（日）
１１月６日（土）
１１月７日（日）

１２月１１日（土）

１月１５日（土）
２月５日（土）
２月６日（日）
２月２６日（土）

３月２６日（土）

トレセン
トレセン

上級審判

上級審判

トレセン
実技研修
トレセン

強化審判

強化審判

実技研修
実技研修
実技研修

トレセン

トレセン
実技研修
実技研修

トレセン

体力、プラティカル、他
体力、プラティカル、他
新体力テスト（インターバル走）
講演、各研修会報告、
ルールテスト、他
プラティカル、
プレゼンテーション
体力、プラティカル、他
選手権１次１回戦
体力、プラティカル、他
実技研修、講義、
ルールテスト他
プラティカル、
プレゼンテーション
選手権予選ラウンド１６
選手権予選準々決勝
選手権予選準々決勝
講演会、各研修会報告、
ルールテスト、他
体力、プラティカル、他
県新人戦１回戦
県新人戦準々決勝
新体力テスト（インターバル走）
総括、ルールテスト、
プレゼンテーション、他

上尾南高
リコー
戸田市

リコー

リコー

リコー
各会場等
リコー

リコー

リコー

各会場等
熊谷競技
熊谷競技
さいたま市民
会館うらわ
リコー
各会場等
各会場等
戸田市
さいたま市民
会館うらわ

１８:００～
１４:００～
１０:００～

１３:００～

９ :００～

１４:００～
１０:００～
１４:００～

１４:００～

９ :００～

１０:００～
１０:００～
１０:００～

１４:００～

１２:００～
１０:００～
１０:００～
１０:００～

１４:００～

日　時 区　分 内　容 会　場

３級インストラクター研修会
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決勝　市立浦和− 西武台

決勝　大宮アルディージャジュニア vs FC アビリスタ 決勝　武蔵丘短期大学 vs 浦和レッズ Jr ユースレディース

大会記録●県内大会
２種・高校
平成２１年度高校サッカー埼玉県新人大会
２月７日〜２７日　埼玉スタジアム第２グラウンド他

※市立浦和が１４年ぶりの優勝の優勝

市立浦和

6
0

1

1

2

1

0

1

10

3

1

0

4

7

1

3

2

1

0

0

0

0

2

1

0

0

2

西武台

国際学院

伊奈学園

正智深谷

埼玉栄

本庄第一

武蔵越生

浦和南

浦和東

越谷南

大宮南

昌平

飯能南

大宮東

成徳深谷

市立浦和

4-0
2-0

0-1
1-0

0-0
0-0

0-0
2-2

延長1-0
0-0

延長0-0
0-0

延長0-0
0-0

0-0
0-0

延長1-0
0-0

0-0
0-0

延長0-0
0-0

2-0
1-1

0-0
0-2

3-1
4-0

0-0
0-1

2-1
0-0

0-0
1-0

0-1
0-1

0-3
0-10-0

0-1

5

6
PK

0

3
PK

0

0

3

5
PK

●平成２１年度新人戦県大会総括
　埼玉県高体連技術委員　小茂田　佳郁（県立本庄高校）

　平成２１年度新人戦県大会は、支部予選を勝ちあがった８チームに選
手権ベスト８（中央リーグ）を加えた１６チームのトーナメントで行われ
た。決勝戦は、市立浦和対西武台という、昨季の全国高校選手権埼
玉大会の決勝戦と同じ顔合わせとなった。結果は選手権とは異なり、
市立浦和が全国高校選手権に出場した西武台に１−０で競り勝ち、１４
年ぶり５度目の栄冠を手にした。
　３位は武蔵越生と浦和東。武蔵越生は、全員攻撃、全員守備を目指
し、粘り強い守備からのカウンター攻撃で準決勝まで勝ちあがってき
た。キャプテンの DF 三羽が守備をまとめ、攻撃は前線で右から渡辺
のドリブル、ＭＦ池田のパスからチャンスを作っていた。
　残念ながら準決勝では、前半西武台のテンポの良い攻撃に、終始引
き気味になり、ボールへのプレッシャーがかけられず失点してしまった。
中盤から相手の攻撃を規制して、ボールを奪う積極的な守備に磨きを
かけてほしいものだ。
　浦和東は、ＭＦ境を軸に、ボールへのプレッシャーが厳しく、前でボ
ールを奪って速いテンポでＤＦの裏を狙う攻撃を仕掛ける。しかし準
決勝では、前線からのプレスを仕掛けるものの、徐々に市立浦和の適
切な角度と距離でのサポートの早さが上回り、プレスの網をくぐられて
しまった。まだまだ、チーム全体としての守備が整備されていない印
象が残った。
　決勝に進んだ両チームとも、準決勝の戦いでは、それぞれの良さが
特徴的に見られたと思う。
　市立浦和は、相手の前線からのプレスに対してもボール周辺の選手
が落ち着いて、適切なポジションを取り、ボール保持者に選択肢を与
えていた。このサポートの距離と角度と動き出しの早さが相手を上回
り、主導権を握っていた。しかし、決勝では個の能力がより高い相手
のプレッシャーに対して、縦への仕掛けが単調になり、ファーストコン
トロールのミスが目立ち、思うような攻撃が仕掛けることができなか
った。ボールがない選手のサポート、動き出し、判断は早いが、その
テンポのプレーに必要なスキルが不足していると感じられた。プレッ
シャーの中での正確、適切なコントロール、スキルの質を高めてもら
いたい。　

　２位の西武台は、相対的に高い個人をベースに昨年よりもテンポよ
くボールを動かし、サイドを崩していた。準決勝では、特に右サイドを
ＭＦ中村、松本、ＳＢ澤本の３人が連動して突破してチャンスを作って
いた。ただ決勝では、センターフォワード清水、佐々木が孤立する場
面が多く、中盤でのサポートが不足していた。前線での基点ができて
いただけに、周囲のサポートを増やし、中盤での選択肢を増やしてほ
しいものだ。それを可能にするためにも活動量をあげ、動きの連動性
を高めて、全国レベルのプレッシャーの中でもテンポよくボールを動か
す「西武台のサッカー」を魅せてほしいと願う。
　今後、さらなる活躍が期待される選手として、市立浦和のＭＦ森崇
と西武台のＦＷ清水慎太郎をあげたい。ＭＦ森は、ボランチながら、
チャンスと見るや積極的に前線のスペースへ飛び出していく。決勝の
ＰＫは、彼の飛び出しから始まる決定的なチャンスから得たものであ
った。また、守備でも中盤の危険なスペースをすばやく埋め、相手の
攻撃の芽を摘んでいた。今後、プレッシャーの中でも主導権をとって、
ボールを動かせるだけのポゼッション能力を身につけ、埼玉ナンバーワ
ンＭＦとして、全国の舞台で活躍してほしい。
　一方西武台のＦＷ清水は、献身的に前線からボールを追うようにな
り、攻撃でもポストプレーで前線の基点となっていた。前を向いて自ら
突破する力も持っている。しかし決勝では、周りの選手をうまく使え
ず、孤立する場面が多く見られた。相手のハードマークの中でもボー
ルを失わず、地域、状況に応じた適切な判断力を身につけて、ポスト
プレーのレベルアップを目指してほしい。またセンターフォワードとし
て、ゴール前でのフィニッシュの精度を高め、ワンランク上の決定力を
身につけ、「怖いセンターフォワード」になってほしい。
　各チームとも新チームになって、まだ日が浅く、戦い方も手探り状
態であろう。そのためか、ボール周辺でのプレスは厳しいものの、最
終ラインまでの守備組織としては、確立されていない。したがって、
ひとつのプレスをかいくぐられたときに守備のもろさが目立った。そん
な中で守備の基本であるチャレンジ＆カバーを粘り強く繰り返し、最
も安定した守備が組織されていたのが市立浦和だった。
　一方、攻撃は前述したように決勝に進んだ 2 チームは、自らテンポ
よくボールを動かそうとしていた。今後その精度を高め、一層のレベ
ルアップが期待される。

４種
第４回埼玉県第４種新人戦中央大会
２月１４日、２０日　埼玉スタジアム第２グラウンド他

※大宮アルディージャジュニアが２年連続、２度目の優勝

サイタマジュニアフットボールクラブ

行田西サッカースポーツ少年団

FCアビリスタ

FC CIVETTA花園

戸塚フットボールクラブJr

レジスタFC

北本キッカーズSS少年団

飯能ブルーダージュニア

上福岡少年少女サッカークラブ

新座片山FC少年団

江南南サッカー少年団

蓮田キッカーズ

越谷サンシンSS少年団

浦和尾間木SS少年団

鶴ヶ島サザンキッカーズ

大宮アルディージャJr

大宮

3

0

3

0

2

2

0

20

2

1

1

2

1

0

2

1

0

0

0

1

0

0

3

1

0

0

1
0

0

5

4
PK

5

4
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女子
第２回埼玉県サッカー協会会長杯女子サッカー大会
１２月２０日、２３日　武蔵丘短期大学グラウンド他

※ 武蔵丘短期大学が優勝

武蔵丘短期大学

尚美学園大学

浦和レッズJrユースL

（県リーグ１部優勝チーム）

（県選手権大会優勝チーム）

（関東リーグ参加上位２チーム）

6

0

6

2 武蔵丘短期大学

3-2
3-0

5-0
1-0
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シニア
シニア５０サッカーリーグ
●全日程終了

チーム名

鴻巣

川口

熊谷

浦和

大宮

蕨

東松山P

セントラル

戸田

順位

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

勝

５

５

５

６

４

４

３

１

１

分

６

６

５

１

５

２

４

６

２

負

６

６

７

１０

８

１１

１０

１０

１４

勝点

２１

２１

２０

１９

１７

１４

１３

９

５

チーム名

パルス

本庄

NTT

浦和市高

与野

春越

所沢

川越

深谷

順位

１

２

３

４

５

６

７

８

９

勝

１２

１２

１２

１１

７

８

７

８

６

分

４

３

２

１

８

５

６

３

３

負

１

２

３

５

２

４

４

６

８

勝点

４０

３９

３８

３４

２９

２９

２７

２７

２１

フットサル
第９回埼玉県フットサルリーグ１部
●２nd 上位リーグ　全日程終了

※IMPERIO が初優勝。関東リーグ２部参入戦に出場する。

順位

１

２

３

４

勝

３

２

０

０

分

０

０

1

１

負

０

1

２

２

勝点

９

６

１

１

得失点差

＋８

＋４

－１０

－２

チーム名

IMPERIO

坂戸龍門

鳥天狗

ロクFC

　

第６回埼玉県女子フットサルリーグ
●２nd 上位リーグ　全日程終了

※優勝したFFC Estrela NOVOは第１回関東女子フットサルリーグに参
入する。

順位

１

２

３

４

勝

３

２

１

０

分

０

０

０

０

負

０

１

２

３

勝点

９

６

３

０

得失点差

＋８

＋１

－３

－６

チーム名

FFC Estrela NOVO

dolce da donna

CHU－BAR

武蔵浦和FC

　

大会記録●県外大会
女子
第３１回全日本女子サッカー選手権大会
１２月６日〜１月１日　国立競技場他

浦和レッドダイヤモンズレディース

大原学園JaSRA女子SC

常磐木学園高等学校

ジェフユナイテッド千葉レディース

スペランツァ FC高槻

AS エルフェン狭山FC

神奈川大学

INAC神戸レオネッサ

東京電力マリーゼ

岡山県作陽高等学校

伊賀フットボールクラブくノ一

アルビレックス新潟レディース

岡山湯郷Belle

JFAアカデミー福島

福岡J・アンクラス

日テレ・ベレーザ

日テレ
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0

5

1

0

1

5
0

2

第１６回関東女子サッカーリーグ・入れ替えトーナメント大会
１月９日〜１７日　武蔵丘短期大学グラウンド

１回戦 武蔵丘短期大学 ２−０ SFIDA 世田谷
２回戦 　武蔵丘短期大学  横須賀シーガルズJOY　　　　　　　　　　　　　　　１２−０ 
決定戦 武蔵丘短期大学 ２−０ 関東学園大学
※武蔵丘短期大学が関東女子リーグに昇格

JOC ジュニアオリンピックカップ
第１３回全日本女子ユース（U−１８）サッカー選手権大会
１月３日〜８日　大分スポーツ公園他

●グループ D

準決勝 浦和レッズジュニアユース ３−１ 藤枝順心高校
決勝 浦和レッズジュニアユース １−０ 常盤木学園高校
※浦和レッズジュニアユースレディースが優勝

順位

１

２

３

４

勝

２

１

１

０

分

０

０

０

０

負

０

１

１

２

勝点

６

３

３

０

得失点差

＋２

＋１２

＋５

－１９

チーム名

浦和レッドダイヤモンズJrレディース（関東１／埼玉）

日ノ本学園高等学校（関西／兵庫）

聖和学園高等学校（東北１／宮城）

HOYO スカラブ FC（九州２／大分）

　

フットサル
関東フットサルリーグ２部
●全日程終了

　順位

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

勝

１０

７

７

６

５

５

４

４

３

３

２

１

分

１

１

０

２

２

１

２

１

４

１

２

１

負

０

３

４

３

４

５

５

６

４

７

７

９

勝点

３１

２２

２１

２０

１７

１６

１４

１３

１３

１０

８

４

得失点差

＋２６

＋２０

＋５

＋６

＋５

－２

－３

－３

－３

－１０

－１７

－２４

チーム名

コロナFC/権田

Iwatsuki Futsal Club/tzk

三榮不動産FC宇都宮

UFCJAZZYSPORT新横浜

KASHIWA TOR’０８

Snr EAGLES 千葉

BFC KOWA OIZUMI

大洋薬品 BANFF TOKYO

ミリオネア横浜

NOVO MENTE

N.U.FantarsSALL-TRAP

SELECTIVO de OHRA

決勝　本庄第一 vs 埼玉平成

第 1 回シニアフェスタ大会（２０１０年１月１０日）

平成２１年度埼玉県高校女子サッカー新人大会
１月１７日〜２月１４日　川越市陸上競技場他

　５〜６位決定戦　　　松山女子　０−０　熊谷女子
  　　　　　　　（延長０−０　PK ４−２）

　７〜８位決定戦　　　花咲徳栄　３−１　川口総合
※ 本庄第一高校が優勝

本庄第一
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0

2

1

1

0

10

4

0

0

5

3

3

0

0

4

8

0

1

3

9

0

0

11

3

0

0

7

埼玉平成

市立浦和

庄和

松山女子

浦和西

入間向陽

大宮南

川口総合

久喜

浦和実業

山村学園

熊谷女子

花咲徳栄

所沢

埼玉栄

本庄第一

0 2
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PUMA CUP２０１０　第１５回全日本フットサル選手権関東大会
１月１６日、３１日　山梨県昭和町体育館

１回戦 Iwatsuki Futsal Club/tzk ７−４ コロナフットボールクラブ
 Artista埼玉 ４−１ funf spieler YAMANASHI
２回戦 Iwatsuki Futsal Club/tzk １−６ FUGA TOKYO
 Artista埼玉 ４−７ ZOTT WASEDA FUTSAL CLUB
※優勝はmalva fc

トリムカップ第２回全国女子選抜フットサル大会関東大会
１２月２６日　郷土の森府中市総合体育館

●予選リーグＡ

※優勝した東京都が全国大会に出場

＊

●２－４

●０－１

勝点

６

３

０

得失点差

＋３

＋２

－５

順位

１

２

３

東京都Aブロック

○４－２

＊

●０－４

埼玉県

○１－０

○４－０

＊

栃木県

東京都

埼玉県

栃木県

全日本女子ユース（Ｕ−１５）フットサル大会
１月１０日、１１日　北九州市立総合体育館

●１次ラウンド・グループＢ

※優勝はクラブフィールズ・リンダ（北海道）

＊

２×３

１△１

勝点

４

３

１

得失点差

＋１

＋１

－２

順位

１

２

３

名古屋グループB

３○２

＊

４×６

埼　玉

１△１

６○４

＊

山口下関

名古屋FCレディース

埼玉県U－１５女子選抜チーム

下関ファンタジスタガール

大会記録●トレセン・選抜

関東 U−１５トレセンリーグ
第１節 埼玉県 ３−１ 栃木県
第２節 埼玉県 ５−１ 東京都
第３節 埼玉県 ２−６ 群馬県
順位決定戦 埼玉県 ２−０ 千葉県

関東 U−１４トレセン交流戦
第１節 埼玉県 ０−７ 神奈川県
第２節 埼玉県 ９−２ 川崎フロンターレ
第３節 埼玉県 ２−２ ジェフ市原・千葉
第４節 埼玉県 １−５ 栃木県
第５節 埼玉県 ３−２ 大宮アルディージャ
第６節 埼玉県 ３−１ 群馬県
第７節 埼玉県 ６−２ 山梨
第８節 埼玉県 ２−５ 千葉県
第９節 埼玉県 ４−２ 茨城県

関東 U−１３トレセン交流戦
第１節 埼玉県 ２−５ 神奈川県
第２節 埼玉県 ３−５ 川崎フロンターレ
第３節 埼玉県 １−５ ジェフ市原・千葉
第４節 埼玉県 ０−３ 栃木県
第５節 埼玉県 ０−５ 大宮アルディージャ
第６節 埼玉県 ２−６ 茨城
第７節 埼玉県 ２−１ 千葉県

　順位

１

２

３

４

５

６

７

８

９

勝

７

６

６

４

４

２

２

２

０

分

０

１

１

１

０

２

１

０

０

負

１

１

１

３

４

４

５

６

８

勝点

２１

１９

１９

１３

１２

８

７

６

０

得失点差

＋３３

＋１９

＋１２

＋１５

＋８

－１４

－１９

－８

－４６

チーム名

東京都トレセン

神奈川県トレセン

千葉県トレセン

埼玉県トレセン

茨城県トレセン

長野県トレセン

栃木県トレセン

山梨県トレセン

群馬県トレセン

第６回関東女子Ｕ−１５トレセンリーグ
●全日程終了

第７回関東女子サッカートレセンリーグ（Ｕ−１２）
●全日程終了

※埼玉県が初優勝

第１６回少女サッカー都連選抜チーム関東・東北交流大会
１月１７日　リコー東松山グラウンド

決勝 埼玉県 ４−０ 神奈川県

第１７回神奈川県少女選抜招待サッカー大会
２月６日、７日　神奈川県体育センター球技場

●決勝トーナメント（１〜４位決定戦）
準決勝 埼玉県 ４−０ 東京都
決勝 埼玉県 ３−１ 千葉県

関東トレセンリーグＵ−１６

※埼玉県は２位で終了

＊

●１－５

●０－６

勝点

６

３

０

得失点差

＋１０

－３

－７

順位

１

２

３

埼玉Aブロック

○５－１

＊

●０－１

栃木

○６－０

○１－０

＊

秋田

埼玉県

栃木県選抜「空」

秋田県選抜

＊

●１－１３

●１－５

勝点

６

３

０

得失点差

＋１６

－１１

－７

順位

１

２

３

埼玉Bグループ

○１３－０

＊

●２－３

三重

○５－１

○３－２

＊

茨城

埼玉県

三重県

茨城県

　順位

１

２

３

４

５

６

７

８

勝

６

５

２

３

３

２

２

０

分

１

１

４

１

１

１

１

０

負

０

１

１

３

３

４

４

７

勝点

１９

１６

１０

１０

１０

７

７

０

得失点差

＋２７

＋２３

＋５

＋２

±０

－９

－１３

－３５

チーム名

埼玉県トレセン

神奈川県トレセン

千葉県トレセン

東京都トレセン

茨城県トレセン

栃木県トレセン

群馬県トレセン

山梨県トレセン

第８節 埼玉県 １−５ Ｕ−１２Ａ
第９節 埼玉県 ６−１ 山梨県

関東 U−１２トレセン交流大会
第１節 埼玉A ６−７ 山梨A
第２節 埼玉A ３−７ 東京A
第３節 埼玉A ０−７ 神奈川A
第４節 埼玉A ８−７ 栃木A
第５節 埼玉A  １０−４ 群馬A
第６節 埼玉A ３−６ 茨城A
第７節 埼玉A ３−３ 千葉A

第１節 埼玉B ４−２ 山梨B
第２節 埼玉B ４−７ 東京B
第３節 埼玉B ４−１ 神奈川B
第４節 埼玉B ６−１ 栃木B
第５節 埼玉B ６−２ 群馬B
第６節 埼玉B ８−３ 千葉B
第７節 埼玉B ３−２ 茨城B

　順位

１

２

３

４

５

６

７

８

勝

５

４

３

３

３

３

２

２

分

１

２

１

０

０

０

１

１

負

１

１

３

４

４

４

４

４

勝点

１６

１４

１０

９

９

９

７

７

得失点差

＋１１

＋１１

－２

－３

－５

－７

－１

－４

チーム名

神奈川県トレセン

埼玉県トレセン

茨城県トレセン

栃木県トレセン

東京都トレセン

千葉県トレセン

山梨県トレセン

群馬県トレセン
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●バンクーバー五輪が終わった。金メダルが
ないのは残念だが、４個のメダルはまずまず
か。韓国勢の活躍が目立った。強さの要因は
国をあげての強化策である。企業スポーツ中
心の日本は、厳しい経済不況のなか選手養
成が難しい。政府の支援に期待したい。（髙橋）
●ワールドカップも近づきました。埼玉出身
の選手のアピールに期待するとともに、大宮
の塚本選手の今後に応援を送りたいと思いま
す。（坂庭）
●ウォーキング通勤も早２年。体重・体脂肪と
もに標準をキープ ( _̂̂ )v　でも……これからの
季節、帰宅後のビールの誘惑が心配です ( 笑 )。

てヨットでクルージングにしようか迷っていま
す。一つのことに拘らず、気の向くままに沢
山の経験ができたらと思っています。（森山）
●先日、審判を１日２試合やってきました！　
２試合続けて PK でした！しかも雨の中！自
分が主審をやるとなぜか PK が多いです……
自分には PK の神様がついているのでしょう
か？( 笑 )（佐々木）
●以前このコーナーで１度書きましたが、今
一度書かせていただきます。「試合こそが１番
いい『監督』だ」デットマール・クラマー。４
月２４日から第４回４種リーグが始まります。
１年が早いです。（栗島）

（こいち）
●寒い寒い！と思っていたら、暖かい日も多
くなってきました。前日との気温差がとても
大きい時があるので、まだ重ね着と暖房は必
要ですが・・・。春は目の前なので、こんな
気候もあと少しですね！（かのう）
●幸手さくらマラソンに出場してきましたが、
１６kmで体が……。今年度は初のフルマラソ
ンに挑戦してみようと思います！もちろん、サ
ッカーも頑張ります。（小豆澤）
●年度末を迎え、慌ただしさを感じながら過
ごしています。サッカーもこれからが本番で
すが、釣りに行こうか、それとも江の島に行っ

インフォメーション
●タウンミーティング in 南部
　２月２７日に、戸田市文化会館において、タウンミーティングを
開催しました。戸田、蕨、川口協会の皆さんにお集まりいただき、
ミッションの進捗状況をお知らせしました。質疑応答の際、登録
に関する質問をいただきました。関係各所にて、早急に対処いた
しますので、よろしくお願いします。

●埼玉スタジアム２○○２、「ベストピッチ賞」受賞
　埼玉スタジアム２○○２が、２００９年のＪリーグアオーズ・ベ
ストピッチ賞を受賞しました。３月１４日、浦和レッズホーム開
幕戦キックオフの前に、
表彰セレモニーが行われ
ました。ベストピッチ賞
は、年間を通して優れた
ピッチを提供したスタジ
アムに与えられる賞で、
２００５年に続き、２回目
の受賞。おめでとうござ
います。

● SMCサテライト講座終了
　昨年に続き、SMC（スポーツ・マネジャーズ・カレッジ）サテ
ライト講座が開催されました。２２名の方に受講していただきまし
た。今回は SFA 事務局からも３名が受講しました。ご自身の活
動に活かしていただければと思っています。

アルディージャ、圧勝　
〜さいたまシティカップ〜
　２月１３日に恒例の「さいたまシティカッ
プ」が開催された。今回、初めて大宮ア
ルディージャが参加し、韓国の強豪、水原
サムスンブルーウィングスを迎え討った。
　結果は、キャンプでの成果を生かして、
５対０とアルディージャの一方的な勝利で
終わった。

　１０年度の開催に向
け ての 課 題 で す が、
各種 別連 盟、専門委
員会で活動している方
に学んでいただきた
いと思っています。そ
こからさらにSFA と
繋がっていただけれ
ばと思っているところ
です。また、サッカーだけでなく、他種目の方とつながる場にな
れればとも考えているところです。
　０８年度に受講されて、課題未提出のままの方、講義の未受講
の方がまだまだいらっしゃいます。ぜひ、修了証を受け取ってい
ただけるよう、お願いします。（小豆澤）

●所沢市サッカー協会創立１０周年記念式典
　３月２０日、１６０人も
の関係者が出席し、所
沢市協会創立１０周年
記念式典がセレス所沢
で盛大に開催された。
記念式典は、田畑会長
挨拶に続き、当麻よし
子所沢市長をはじめ多
くのご来賓の祝辞のあ
と、にぎやかに懇談会
となった。式の半ばには、地元郷土芸能の祭囃子も飛び出すなど、
郷土色豊かな趣向をこらした式典であった。式典に先がけ、SFA
横山副会長の記念講演と功労者表彰も合わせて開催された。

●壮行試合は、埼スタで日韓戦！
　５月２４日（月）１９時２０分〜　日本代表 vs 韓国代表
　３月２７日から一般発売が始まっています。南アフリカへ向かう
日本代表にエールを送りましょう。

●「アルディージャ後援会 塚本泰史選手支援基金」発足
　残念なことに、塚本泰史選手（浦和東高校出身）が骨肉腫と診断
され、治療に専念することとなりました。そこで、アルディージ
ャ後援会が発起人となり、これから骨肉腫との闘病生活をおくる
塚本選手本人及びご家族を支援することを目的に基金が設立され
ましたのでお知らせします。
■郵便振替口座のご案内
◆口 座 番 号  ：００１２０−０−３５８４３４ 
◆口座名称（漢字） ：アルディージャ後援会 塚本 泰史支援基金 
◆口座名称（カナ） ：アルディージャコウエンカイ ツカモトタイシシエンキキン
もしくは
ゆうちょ銀行　〇一九（ゼロイチキュウ）店　当座預金 ０３５８４３４
武蔵野銀行 （０１３３） 大宮支店 （０３４） 普通預金 １０４４６８５ 
◆名　義 ：アルディージャ後援会 塚本 泰史支援基金

大宮アルディージャ vs 水原サムスンブルーウィングス

写真提供 / 埼玉スタジアム２○○２事業推進本部




